
　大阪大学レーザー科学研究所の兒玉了祐です。「国立大学附置研究所・センター会議」の２０２１年度会長を務め
ることになりました。就任にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　本会議は、国立大学が法人化された平成１６年度（２００４年度）に「文部科学省所轄並びに国立大学附置研究所
会議」を継承して発足しました。２０２１年４月現在、全国の３1国立大学法人に設置された１０2の附置研究所と研
究センターで構成されています。
　国立大学の附置研究所およびセンターは、それぞれが日本の学術研究の様々な分野をリードすることを使命として、
先端的な研究課題や多様な学際的研究、長期的な視野に基づく基礎研究などに取り組んでいます。また、その多くが
共同利用・共同研究拠点として、国内外の研究者コミュニティに開かれた研究支援体制を整備し、研究の基盤ならび
に共同研究の機会を提供することによって、個々の大学の枠を超えてわが国の学術研究を支えています。さらに、先端
研究の場を学生や若手研究者に積極的に開放し、次世代研究者の育成にも大いに貢献しています。
　本会議はこれまで、わが国の学術研究の発展に資する重要な提言や要望を発信し続けてきました。また、各研究
所・センターのユニークな研究活動をウェブサイト等で紹介するとともに、公開シンポジウムを開催することによって情
報発信にも力を入れています。今後もさらに「研究の見える化」を推進することにより、附置研究所・センターが担って
いるそれぞれの学問分野における研究の動向を、広く皆様に知っていただきたいと考えています。
　私たちは、附置研究所・センターがわが国の学術研究の中核としての役割を担っていることを強く認識し、引き続き
その発展に貢献したいと思います。皆様の一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

①インジウムヒドリド触媒の創製
ゼオライト触媒表面に生成するインジウムヒドリド種を発
見し、その構造と優れたエタン脱水素触媒作用の解明に成
功しました。シェールガスの有効利用に向けた革新技術と
して大きな期待が持たれます。
（北海道大学 触媒科学研究所）

④発生学を極めて医学に貢献する
受精卵から胎児や器官・臓器 (脳、腎臓、血液、筋肉、生殖
腺など) が「発生」していく過程を研究しています。その成
果を使って病気の原因解明や臓器の再建など「医学」へ展
開しています。写真は、マウス発生学での知見を元に、ヒト
iPS細胞から試験管内で誘導した三次元腎臓組織で、こ
れを用いた病気の再現や移植治療などが期待されてい
ます。
（熊本大学 発生医学研究所）

①がんの診断・治療につながる環状ペプチドを開発
がんの転移や治療耐性獲得に寄与する肝細胞増殖因子
（HGF）に結合し、その活性を阻害する環状ペプチド
「HiP-8」を開発しました。さらに、HGFが豊富ながん組織
をPET（ポジトロン断層法）イメージングにより可視化で
きることを実証しました（Nat. Chem. Biol. 2019)。 こ
の成果は、難治がんの治療や画像診断に活用されること
が期待されます。
(金沢大学 がん進展制御研究所)

②新型コロナウイルス感染症への対応
新型コロナウイルス感染症に対し、ワクチンメーカーであ
るBIKEN財団との協働によるワクチン開発を始め、予防
法・治療法開発のための基礎医学研究、Q&Aサイト設置
による情報発信を広く展開しています。さらに、これらの対
応実績をもとに、新たな新興・再興感染症にも即時に対応
できるプラットフォームの整備を行っています。
（大阪大学 微生物病研究所）

③長崎大学の福島復興支援
「福島県川内村における線量計の使用説明」長崎大学原
爆後障害医療研究所は、原爆被爆者医療、放射線による
発がんメカニズムの解明やチェルノブイリ原発事故被災
者への医療支援に取り組んできました。2011年の福島
第一原子力発電所事故後は、これまでの知見を活かして
福島県川内村や富岡町に拠点を設置し、放射線健康リス
クコミュニケーションを通じた復興支援活動を展開して
います。
（長崎大学 原発後障害医療研究所）

①北極圏の気候変動に対する適応研究
東シベリアでは永久凍土融解による土壌崩落や森林枯死
が生じている。文理融合のアプローチで、地域事象を全球
レベルと連関させて理解すると共に、長年この地で暮らし
てきた先住民の文化を踏まえた適応策を、現地住民や地
域行政などと協力しながら探求している。写真は凍土と低
降水量の条件のなかで地域固有な民俗土木技術文化（サ
ハ人）。
（東北大学 東北アジア研究センター）

②特色あるコレクション
センター設立当初から約49年間、共同利用資源として収
集・整備してきた高等教育研究に関する文献・資料類に
は、稀少な原本も数多く含まれています。官公庁関連で
は、日本学術会議の総会資料綴りや研究者の発表論文数
の国内初調査を収録した報告書、職場の学歴調査資料な
どがあります。所蔵資料はWeb上で検索可能です。
（広島大学 高等教育研究開発センター）

③スロー地震から探る大地震の発生過程
大地震の発生前の地震活動や地殻変動を詳細に解析す
ることで、いくつかの大地震の破壊開始点の近くで「ス
ロー地震」（通常の地震と比べて断層がゆっくりとずれる
現象）が起きていたことを明らかにしました。スロー地震
の発生によって断層面の固着状況に変化が生じ、大地震
の発生が促進された可能性が考えられます。
（東京大学 地震研究所）

④組合せ最適化におけるアルゴリズム理論
実社会における諸問題のモデル化・数学的抽象化により
生じる組合せ最適化問題に対して、効率的アルゴリズムの
開発および理論解析を行い、効率的に解ける問題の限界
を追究しています。特に、40年近く未解決であった重み付
き線形マトロイドパリティと呼ばれる問題に対して初の多

⑤学術コアレポジトリーデータベース公開
古海洋学的な知見は、温暖化などといった将来の地球環
境システム変動を理解する上で重要です。本プロジェクト
では、当センターに保管されている海洋コア等の基礎情
報集約した「学術コアデータベース」を整備しコミュニ
ティーに公開し(図はコア採集地点)、広く二次利用を促進
することで古海洋学研究の発展を支える取り組みを進め
ています。
（高知大学 海洋コア総合研究センター）

⑥乱流プラズマ研究の革新に向けて
乱流プラズマの理解の革新を目指したプロジェクトが進
んでいます。その中心となるPLATO装置が完成しました。
今後、乱流場のトモグラフィーを中心とした乱流場の三次
元的観測装置を整備し、先進的なデータ解析に基づいた
磁場閉じ込め核融合の基盤ともなるトーラスプラズマの
構造形成と機能発現に関わる学理を探求していきます。
（九州大学 応用力学研究所）

②アンモニアガスタービン発電の実用化に向け前進
アンモニアは水素と同様，二酸化炭素を排出しない燃料
として期待が高まっています。ＩＨＩ、産業技術総合研究
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古典的な代数幾何の対象である楕円曲線(上)は、暗号技術の基盤としてインターネットや仮想通貨を支
えている。トポロジーと可積分系の交錯する数学から生まれたメビウス・カライドサイクル(下)は、ただ一
つの向きに回り続けるリンク機構として工学的有用性を持つ。現代数学が思いもかけず応用され、理論と
応用が表裏一体に知の循環を生み出す様は、メビウスの帯が回り続ける姿に重なる。(九州大学 
マス・フォア・インダストリ研究所）

表紙：楕円曲線とメビウス・カライドサイクル
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金沢大学環日本海域環境研究センターでは、日本海に大きく突き出た能登半島先端の珠洲市の金沢大
学能登学舎（写真aの中央の白い建物）に大気観測スーパーサイト：珠洲測定局、輪島市に輪島測定局
（写真c）を設置し、東アジアからの越境汚染を観測している。写真bは捕集された大気エアロゾル粒子
（左：黄砂、右：海塩）の原子間力顕微鏡像。
（金沢大学 環日本海域環境研究センター）
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３１の国立大学の１０２の研究所・研究センターで
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所と共同で、ガスタービンモデル燃焼器において高温旋
回空気流中に純アンモニア噴霧火炎を安定化させること
に成功、アンモニアガスタービン発電実用化に向け大き
く前進しました。
（東北大学 流体科学研究所）

項式時間アルゴリズムを与えました。
（京都大学 数理解析研究所）
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金沢大学環日本海域環境研究センターでは、日本海に大きく突き出た能登半島先端の珠洲市の金沢大
学能登学舎（写真aの中央の白い建物）に大気観測スーパーサイト：珠洲測定局、輪島市に輪島測定局
（写真c）を設置し、東アジアからの越境汚染を観測している。写真bは捕集された大気エアロゾル粒子
（左：黄砂、右：海塩）の原子間力顕微鏡像。
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３１の国立大学の１０２の研究所・研究センターで

第１部会（５４研究所・センター）、
第２部会（３３研究所・セ
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所と共同で、ガスタービンモデル燃焼器において高温旋
回空気流中に純アンモニア噴霧火炎を安定化させること
に成功、アンモニアガスタービン発電実用化に向け大き
く前進しました。
（東北大学 流体科学研究所）

項式時間アルゴリズムを与えました。
（京都大学 数理解析研究所）

3,500名を超えます。
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　大阪大学レーザー科学研究所の兒玉了祐です。「国立大学附置研究所・センター会議」の２０２１年度会長を務め
ることになりました。就任にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　本会議は、国立大学が法人化された平成１６年度（２００４年度）に「文部科学省所轄並びに国立大学附置研究所
会議」を継承して発足しました。２０２１年４月現在、全国の３1国立大学法人に設置された１０2の附置研究所と研
究センターで構成されています。
　国立大学の附置研究所およびセンターは、それぞれが日本の学術研究の様々な分野をリードすることを使命として、
先端的な研究課題や多様な学際的研究、長期的な視野に基づく基礎研究などに取り組んでいます。また、その多くが
共同利用・共同研究拠点として、国内外の研究者コミュニティに開かれた研究支援体制を整備し、研究の基盤ならび
に共同研究の機会を提供することによって、個々の大学の枠を超えてわが国の学術研究を支えています。さらに、先端
研究の場を学生や若手研究者に積極的に開放し、次世代研究者の育成にも大いに貢献しています。
　本会議はこれまで、わが国の学術研究の発展に資する重要な提言や要望を発信し続けてきました。また、各研究
所・センターのユニークな研究活動をウェブサイト等で紹介するとともに、公開シンポジウムを開催することによって情
報発信にも力を入れています。今後もさらに「研究の見える化」を推進することにより、附置研究所・センターが担って
いるそれぞれの学問分野における研究の動向を、広く皆様に知っていただきたいと考えています。
　私たちは、附置研究所・センターがわが国の学術研究の中核としての役割を担っていることを強く認識し、引き続き
その発展に貢献したいと思います。皆様の一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

①インジウムヒドリド触媒の創製
ゼオライト触媒表面に生成するインジウムヒドリド種を発
見し、その構造と優れたエタン脱水素触媒作用の解明に成
功しました。シェールガスの有効利用に向けた革新技術と
して大きな期待が持たれます。
（北海道大学 触媒科学研究所）

④発生学を極めて医学に貢献する
受精卵から胎児や器官・臓器 (脳、腎臓、血液、筋肉、生殖
腺など) が「発生」していく過程を研究しています。その成
果を使って病気の原因解明や臓器の再建など「医学」へ展
開しています。写真は、マウス発生学での知見を元に、ヒト
iPS細胞から試験管内で誘導した三次元腎臓組織で、こ
れを用いた病気の再現や移植治療などが期待されてい
ます。
（熊本大学 発生医学研究所）

①がんの診断・治療につながる環状ペプチドを開発
がんの転移や治療耐性獲得に寄与する肝細胞増殖因子
（HGF）に結合し、その活性を阻害する環状ペプチド
「HiP-8」を開発しました。さらに、HGFが豊富ながん組織
をPET（ポジトロン断層法）イメージングにより可視化で
きることを実証しました（Nat. Chem. Biol. 2019)。 こ
の成果は、難治がんの治療や画像診断に活用されること
が期待されます。
(金沢大学 がん進展制御研究所)

②新型コロナウイルス感染症への対応
新型コロナウイルス感染症に対し、ワクチンメーカーであ
るBIKEN財団との協働によるワクチン開発を始め、予防
法・治療法開発のための基礎医学研究、Q&Aサイト設置
による情報発信を広く展開しています。さらに、これらの対
応実績をもとに、新たな新興・再興感染症にも即時に対応
できるプラットフォームの整備を行っています。
（大阪大学 微生物病研究所）

③長崎大学の福島復興支援
「福島県川内村における線量計の使用説明」長崎大学原
爆後障害医療研究所は、原爆被爆者医療、放射線による
発がんメカニズムの解明やチェルノブイリ原発事故被災
者への医療支援に取り組んできました。2011年の福島
第一原子力発電所事故後は、これまでの知見を活かして
福島県川内村や富岡町に拠点を設置し、放射線健康リス
クコミュニケーションを通じた復興支援活動を展開して
います。
（長崎大学 原発後障害医療研究所）

①北極圏の気候変動に対する適応研究
東シベリアでは永久凍土融解による土壌崩落や森林枯死
が生じている。文理融合のアプローチで、地域事象を全球
レベルと連関させて理解すると共に、長年この地で暮らし
てきた先住民の文化を踏まえた適応策を、現地住民や地
域行政などと協力しながら探求している。写真は凍土と低
降水量の条件のなかで地域固有な民俗土木技術文化（サ
ハ人）。
（東北大学 東北アジア研究センター）

②特色あるコレクション
センター設立当初から約49年間、共同利用資源として収
集・整備してきた高等教育研究に関する文献・資料類に
は、稀少な原本も数多く含まれています。官公庁関連で
は、日本学術会議の総会資料綴りや研究者の発表論文数
の国内初調査を収録した報告書、職場の学歴調査資料な
どがあります。所蔵資料はWeb上で検索可能です。
（広島大学 高等教育研究開発センター）

③スロー地震から探る大地震の発生過程
大地震の発生前の地震活動や地殻変動を詳細に解析す
ることで、いくつかの大地震の破壊開始点の近くで「ス
ロー地震」（通常の地震と比べて断層がゆっくりとずれる
現象）が起きていたことを明らかにしました。スロー地震
の発生によって断層面の固着状況に変化が生じ、大地震
の発生が促進された可能性が考えられます。
（東京大学 地震研究所）

④組合せ最適化におけるアルゴリズム理論
実社会における諸問題のモデル化・数学的抽象化により
生じる組合せ最適化問題に対して、効率的アルゴリズムの
開発および理論解析を行い、効率的に解ける問題の限界
を追究しています。特に、40年近く未解決であった重み付
き線形マトロイドパリティと呼ばれる問題に対して初の多

⑤学術コアレポジトリーデータベース公開
古海洋学的な知見は、温暖化などといった将来の地球環
境システム変動を理解する上で重要です。本プロジェクト
では、当センターに保管されている海洋コア等の基礎情
報集約した「学術コアデータベース」を整備しコミュニ
ティーに公開し(図はコア採集地点)、広く二次利用を促進
することで古海洋学研究の発展を支える取り組みを進め
ています。
（高知大学 海洋コア総合研究センター）

⑥乱流プラズマ研究の革新に向けて
乱流プラズマの理解の革新を目指したプロジェクトが進
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として期待が高まっています。ＩＨＩ、産業技術総合研究
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応用が表裏一体に知の循環を生み出す様は、メビウスの帯が回り続ける姿に重なる。(九州大学 
マス・フォア・インダストリ研究所）

表紙：楕円曲線とメビウス・カライドサイクル
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学能登学舎（写真aの中央の白い建物）に大気観測スーパーサイト：珠洲測定局、輪島市に輪島測定局
（写真c）を設置し、東アジアからの越境汚染を観測している。写真bは捕集された大気エアロゾル粒子
（左：黄砂、右：海塩）の原子間力顕微鏡像。
（金沢大学 環日本海域環境研究センター）

裏表紙：金沢大学能登大気観測スーパーサイト
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所と共同で、ガスタービンモデル燃焼器において高温旋
回空気流中に純アンモニア噴霧火炎を安定化させること
に成功、アンモニアガスタービン発電実用化に向け大き
く前進しました。
（東北大学 流体科学研究所）

項式時間アルゴリズムを与えました。
（京都大学 数理解析研究所）

3,500名を超えます。
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社会科学の総合知、現代日本社会研究、
全所的プロジェクト研究、社会調査・データアーカイブ
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70

71

73

蛋白質科学、ライフサイエンス、構造・機能生物学、
蛋白質構造データバンク

76

82

86

医科学、免疫学、酵素、慢性炎症、糖尿病、ゲノム、プロテオーム、
ゲノム編集、オープンイノベーション

90

熱帯医学、感染症、熱帯公衆衛生学、国際保健、
ケニア・ベトナム拠点、熱帯医学ミュージアム
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67

筑波大学 アイソトープ環境動態研究センター（○）
福島第一原子力発電所事故、放射能、アイソトープ、核関連施設、環境、水循環

地震、火山噴火、津波、地球内部構造、計算地球科学、
自然災害、観測固体地球科学

21

12

13

14

15

17

19

25

27

工学全般（基礎系、機械・生体系、情報・エレクトロニクス系、
物質・環境系、人間・社会系）、産学連携、国際連携、地域連携
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2021年度 第1部会長
新潟大学  災害・復興科学研究所所長
2021年度 第1部会長
新潟大学  災害・復興科学研究所所長
河島 克久

2021年度 第3部会長
東京大学 史料編纂所所長
2021年度 第3部会長
東京大学 史料編纂所所長
本郷 恵子

2021年度 第2部会長
長崎大学 原爆後障害医療研究所所長
2021年度 第2部会長
長崎大学 原爆後障害医療研究所所長
宮﨑 泰司

第1部会シンポジウム第1部会シンポジウム
令和３年９月２４日（金）～２５日（土）

担当：九州大学 マス・フォア・インダストリ研究所

第2部会シンポジウム第2部会シンポジウム
令和3年10月29日（金）～30日（土）

担当：北海道大学 人獣共通感染症国際共同研究所

第3部会シンポジウム第3部会シンポジウム
令和３年１０月２９日（金）
担当：東京大学 史料編纂所

https://www.arc.hokudai.ac.jp/

49
漢方医学、伝統医学、病態薬効解析、生薬・天然物分析、データベース
https://www.inm.u-toyama.ac.jp

https://www.obihiro.ac.jp/facility/protozoa/

次世代創薬、ストレス受容・応答、生体適応・防御、
新規治療法・予防法、脳神経系、内分泌、代謝、ゲノム制御

54

ウイルス学、生命科学、分子生物学、細胞生物学、
組織再生、幹細胞、医工学、再生医療

58

50
発がん、悪性化、がんモデル、微小環境、幹細胞、分子標的

85
数理科学、量子宇宙、光合成、進化、構造生物学、錯体化学、
超伝導、有機エレクトロニクス材料、理論科学

http://www.ied.tsukuba.ac.jp/

https://ceres.chiba-u.jp/

北海道大学 低温科学研究所（○）

北海道大学 人獣共通感染症国際共同研究所（○）

低温、寒冷圏、水・物質循環、雪氷、宇宙物質、生物環境、環オホーツク
1

http://www.lowtem.hokudai.ac.jp/

https://www.ifs.tohoku.ac.jp/

33

http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/

34

36

37

38

物性科学、物性理論、量子物質、機能物性、ナノサイエンス、
量子ビーム、強磁場、光科学、計算物質科学

、量子AIテクノロジー

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/

https:

https://www.msl.titech.ac.jp/index.html

39

42

43

44

45

48

51

https://www.rie.shizuoka.ac.jp/

52

https://green.shizuoka.ac.jp/

53

東京工業大学 科学技術創成研究院 ゼロカーボンエネルギー研究所
再生可能エネルギー、原子力エネルギー、炭素循環、物質循環、エネルギー貯蔵、
エネルギー変換、エネルギー技術社会実装、小型炉、原子力材料、原子力医療応用
http://www.zc.iir.titech.ac.jp/

、応用AI、生体医歯工学、知的材料デバイス

https://www.tmd.ac.jp/ibb/

複合領域ナノサイエンス、光科学、物質科学、生命科学、数理科学

流体、流動、環境・エネルギー、ナノ・マイクロ、
健康・福祉・医療、宇宙航空、融合研究

https://www.es.hokudai.ac.jp/

高エネルギー電子加速器、電子光ビーム、
ハドロン物理、原子核物理、放射化学、ビーム物理
https://www.lns.tohoku.ac.jp/

http://www.sris.tohoku.ac.jp/

名古屋大学 未来材料・システム研究所（○）
革新的省エネルギー技術、高度計測技術、次世代半導体材料・
デバイス、持続可能な社会のためのシステム技術

55

https://www.imass.nagoya-u.ac.jp 

87

https://www.rnbs.hiroshima-u.ac.jp/

東北大学 国際放射光イノベーション・スマート研究センター（○）
放射光科学、次世代計測科学、材料科学、
物質組成構造解析、ナノサイエンス、量子ビーム

18

熊本大学 産業ナノマテリアル研究所
二次元ナノマテリアル、ナノシート、表面・粒界、
AI、爆発プロセス、バイオエレクトリクス

1101

http://www.iina.kumamoto-u.ac.jp

計算社会科学
神戸大学 計算社会科学研究センター81

http://ccss.kobe-u.ac.jp/

32

http://www.iam.u-tokyo.ac.jp/

40

https

89

https://rihe.hiroshima-u.ac.jp/

高等教育研究、大学改革、大学のガバナンス、
高等教育政策、大学教授・専門職、IR 方法論

11
加齢制御、腫瘍制御、脳科学、環境ストレス老化、スマート・エイジング、医療機器開発

放射線（能）計測、物理線量評価、生物学的線量評価、放射線生物学、
バイオアッセイ、環境放射生態学、環境動態、分析化学、人材育成、被ばく医療体制

弘前大学 被ばく医療総合研究所（○）9

http://www.irem.hirosaki-u.ac.jp/

26
医科学研究、感染症、がん、免疫・神経・筋疾患、加齢性疾患、
ヒトゲノム解析、疾患システム研究、再生医療、プレシジョン・メディシン、
遺伝子・細胞治療、ELSI 研究、トランスレーショナル・リサーチ、AI 医科学
https://www.ims.u-tokyo.ac.jp/imsut/jp/ 環境ストレス、遺伝資源、ゲノム育種、植物生理、

植物栄養、植物病理、生物間相互作用
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https://www.rib.okayama-u.ac.jp/

46

https://www.ier.hit-u.ac.jp/

64

https://www.kier.kyoto-u.ac.jp

20

https://www.t-pirc.tsukuba.ac.jp/

99

https://www.genken.nagasaki-u.ac.jp/index-sjis.html



　大阪大学レーザー科学研究所の兒玉了祐です。「国立大学附置研究所・センター会議」の２０２１年度会長を務め
ることになりました。就任にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　本会議は、国立大学が法人化された平成１６年度（２００４年度）に「文部科学省所轄並びに国立大学附置研究所
会議」を継承して発足しました。２０２１年４月現在、全国の３1国立大学法人に設置された１０2の附置研究所と研
究センターで構成されています。
　国立大学の附置研究所およびセンターは、それぞれが日本の学術研究の様々な分野をリードすることを使命として、
先端的な研究課題や多様な学際的研究、長期的な視野に基づく基礎研究などに取り組んでいます。また、その多くが
共同利用・共同研究拠点として、国内外の研究者コミュニティに開かれた研究支援体制を整備し、研究の基盤ならび
に共同研究の機会を提供することによって、個々の大学の枠を超えてわが国の学術研究を支えています。さらに、先端
研究の場を学生や若手研究者に積極的に開放し、次世代研究者の育成にも大いに貢献しています。
　本会議はこれまで、わが国の学術研究の発展に資する重要な提言や要望を発信し続けてきました。また、各研究
所・センターのユニークな研究活動をウェブサイト等で紹介するとともに、公開シンポジウムを開催することによって情
報発信にも力を入れています。今後もさらに「研究の見える化」を推進することにより、附置研究所・センターが担って
いるそれぞれの学問分野における研究の動向を、広く皆様に知っていただきたいと考えています。
　私たちは、附置研究所・センターがわが国の学術研究の中核としての役割を担っていることを強く認識し、引き続き
その発展に貢献したいと思います。皆様の一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

①インジウムヒドリド触媒の創製
ゼオライト触媒表面に生成するインジウムヒドリド種を発
見し、その構造と優れたエタン脱水素触媒作用の解明に成
功しました。シェールガスの有効利用に向けた革新技術と
して大きな期待が持たれます。
（北海道大学 触媒科学研究所）

④発生学を極めて医学に貢献する
受精卵から胎児や器官・臓器 (脳、腎臓、血液、筋肉、生殖
腺など) が「発生」していく過程を研究しています。その成
果を使って病気の原因解明や臓器の再建など「医学」へ展
開しています。写真は、マウス発生学での知見を元に、ヒト
iPS細胞から試験管内で誘導した三次元腎臓組織で、こ
れを用いた病気の再現や移植治療などが期待されてい
ます。
（熊本大学 発生医学研究所）

①がんの診断・治療につながる環状ペプチドを開発
がんの転移や治療耐性獲得に寄与する肝細胞増殖因子
（HGF）に結合し、その活性を阻害する環状ペプチド
「HiP-8」を開発しました。さらに、HGFが豊富ながん組織
をPET（ポジトロン断層法）イメージングにより可視化で
きることを実証しました（Nat. Chem. Biol. 2019)。 こ
の成果は、難治がんの治療や画像診断に活用されること
が期待されます。
(金沢大学 がん進展制御研究所)

②新型コロナウイルス感染症への対応
新型コロナウイルス感染症に対し、ワクチンメーカーであ
るBIKEN財団との協働によるワクチン開発を始め、予防
法・治療法開発のための基礎医学研究、Q&Aサイト設置
による情報発信を広く展開しています。さらに、これらの対
応実績をもとに、新たな新興・再興感染症にも即時に対応
できるプラットフォームの整備を行っています。
（大阪大学 微生物病研究所）

③長崎大学の福島復興支援
「福島県川内村における線量計の使用説明」長崎大学原
爆後障害医療研究所は、原爆被爆者医療、放射線による
発がんメカニズムの解明やチェルノブイリ原発事故被災
者への医療支援に取り組んできました。2011年の福島
第一原子力発電所事故後は、これまでの知見を活かして
福島県川内村や富岡町に拠点を設置し、放射線健康リス
クコミュニケーションを通じた復興支援活動を展開して
います。
（長崎大学 原発後障害医療研究所）

①北極圏の気候変動に対する適応研究
東シベリアでは永久凍土融解による土壌崩落や森林枯死
が生じている。文理融合のアプローチで、地域事象を全球
レベルと連関させて理解すると共に、長年この地で暮らし
てきた先住民の文化を踏まえた適応策を、現地住民や地
域行政などと協力しながら探求している。写真は凍土と低
降水量の条件のなかで地域固有な民俗土木技術文化（サ
ハ人）。
（東北大学 東北アジア研究センター）

②特色あるコレクション
センター設立当初から約49年間、共同利用資源として収
集・整備してきた高等教育研究に関する文献・資料類に
は、稀少な原本も数多く含まれています。官公庁関連で
は、日本学術会議の総会資料綴りや研究者の発表論文数
の国内初調査を収録した報告書、職場の学歴調査資料な
どがあります。所蔵資料はWeb上で検索可能です。
（広島大学 高等教育研究開発センター）

③スロー地震から探る大地震の発生過程
大地震の発生前の地震活動や地殻変動を詳細に解析す
ることで、いくつかの大地震の破壊開始点の近くで「ス
ロー地震」（通常の地震と比べて断層がゆっくりとずれる
現象）が起きていたことを明らかにしました。スロー地震
の発生によって断層面の固着状況に変化が生じ、大地震
の発生が促進された可能性が考えられます。
（東京大学 地震研究所）

④組合せ最適化におけるアルゴリズム理論
実社会における諸問題のモデル化・数学的抽象化により
生じる組合せ最適化問題に対して、効率的アルゴリズムの
開発および理論解析を行い、効率的に解ける問題の限界
を追究しています。特に、40年近く未解決であった重み付
き線形マトロイドパリティと呼ばれる問題に対して初の多

⑤学術コアレポジトリーデータベース公開
古海洋学的な知見は、温暖化などといった将来の地球環
境システム変動を理解する上で重要です。本プロジェクト
では、当センターに保管されている海洋コア等の基礎情
報集約した「学術コアデータベース」を整備しコミュニ
ティーに公開し(図はコア採集地点)、広く二次利用を促進
することで古海洋学研究の発展を支える取り組みを進め
ています。
（高知大学 海洋コア総合研究センター）

⑥乱流プラズマ研究の革新に向けて
乱流プラズマの理解の革新を目指したプロジェクトが進
んでいます。その中心となるPLATO装置が完成しました。
今後、乱流場のトモグラフィーを中心とした乱流場の三次
元的観測装置を整備し、先進的なデータ解析に基づいた
磁場閉じ込め核融合の基盤ともなるトーラスプラズマの
構造形成と機能発現に関わる学理を探求していきます。
（九州大学 応用力学研究所）

②アンモニアガスタービン発電の実用化に向け前進
アンモニアは水素と同様，二酸化炭素を排出しない燃料
として期待が高まっています。ＩＨＩ、産業技術総合研究

2021年度会長挨拶

兒玉 了祐 所長

2021年度会長
大阪大学

レーザー科学研究所

古典的な代数幾何の対象である楕円曲線(上)は、暗号技術の基盤としてインターネットや仮想通貨を支
えている。トポロジーと可積分系の交錯する数学から生まれたメビウス・カライドサイクル(下)は、ただ一
つの向きに回り続けるリンク機構として工学的有用性を持つ。現代数学が思いもかけず応用され、理論と
応用が表裏一体に知の循環を生み出す様は、メビウスの帯が回り続ける姿に重なる。(九州大学 
マス・フォア・インダストリ研究所）

表紙：楕円曲線とメビウス・カライドサイクル

大阪大学　レーザー科学研究所

金沢大学環日本海域環境研究センターでは、日本海に大きく突き出た能登半島先端の珠洲市の金沢大
学能登学舎（写真aの中央の白い建物）に大気観測スーパーサイト：珠洲測定局、輪島市に輪島測定局
（写真c）を設置し、東アジアからの越境汚染を観測している。写真bは捕集された大気エアロゾル粒子
（左：黄砂、右：海塩）の原子間力顕微鏡像。
（金沢大学 環日本海域環境研究センター）

裏表紙：金沢大学能登大気観測スーパーサイト

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘2-6　TEL06-6879-7760　FAX06-6876-4110

３１の国立大学の１０２の研究所・研究センターで

第１部会（５４研究所・センター）、
第２部会（３３研究所・セ

2021

所と共同で、ガスタービンモデル燃焼器において高温旋
回空気流中に純アンモニア噴霧火炎を安定化させること
に成功、アンモニアガスタービン発電実用化に向け大き
く前進しました。
（東北大学 流体科学研究所）

項式時間アルゴリズムを与えました。
（京都大学 数理解析研究所）

3,500名を超えます。

１５


